


◆４００種類

約７，０００検体 （平成２１年度実績）
残留農薬分析システム



(1) 機能性分析を活かした販売戦略構築事業

①機能性成分表示対策事業
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ｍｇ／１００ｇ ビタミンＣ含量

全国総ブランド化が進む中、本県の商品ブランドを中心とした県産農産物を他産地の
商品と差別化することが困難になりつつあることから、「安全･安心」をベースに「環境」
及び「健康」をキーワードにした生産・販売対策に取り組みながら、本県農産物の高付
加価値化による商品ブランド力の向上を図り、農家所得の安定に努める。

環境と健康に寄与するみやざきブランド新戦略構築事業

・機能性成分表示法の検討及びモデル販売の支援

②機能性成分含量確保対策事業

・機能性成分に着目した栽培法の検討

③残留農薬検査体制維持確立事業

・新規登録農薬及び動物用医薬品の分析手法開発
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μｇ／１００ｇ βカロテン含量

(2) 環境貢献をキーワードにした販売戦略構築事業
・環境対策を前面に打ち出したモデル販売対策並びにカーボンフットプリントの導入検討





栄養成分・機能性成分の分析

◆２年間440サンプルのピーマンで調査

◆βカロテンが日本食品標準成分表の1.5倍

◆ビタミンＣが日本食品標準成分表の1.4倍
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※五訂：五訂増補日本食品標準成分表の数値



◆冬でも日射量が多い宮崎







ＣＦＰを貼付したピーマンマスコットキャラクター「グリーンザウルス」









知事のトップセールスによるＣＦＰ
のＰＲについて

平成２２年１２月９日（木） １３：００～１４：３０

・ 13:00～13:30・ 13:00～13:30

「エコプロダクツ２０１０（東京ビッグサイト）」

・ 14:00～14:30

「選んで買うなら宮崎産フェア（ジャスコ品川
シーサイド店）」



１）「エコプロダクツ展２０１０」

(1) 実施期間：１２月９日（木）～１１日（土）

(2) 主催：（社）産業環境管理協会、日本経済新聞社

① 経産省ブース

・ ＣＦＰを表示した本県産ピーマンの展示

・ ブース内で知事に対し、ＣＦＰの制度や取組について・ ブース内で知事に対し、ＣＦＰの制度や取組について

紹介

② イオンブース

・ ＣＦＰ表示の本県産グリーンアイ（イオンＰＢ）ピーマン

の展示

・ イオンブースステージにて知事がＣＦＰを中心に、本県

産農産物の環境に対する取組をＰＲ



２）「選んで買うなら宮崎産フェア」

(1) 実施期間：１２月８日（水）～１２日（日）
(2) 場 所：ジャスコ品川シーサイド店Ｂ１Ｆ生鮮食料品売

場・催事スペース
(3) 記念セレモニーの概要
① 知事とイオン㈱幹部とのフォトセッション
② 知事による本県産ピーマン等のＰＲ
・ ＣＦＰを表示した本県産トップバリュグリーンアイピー・ ＣＦＰを表示した本県産トップバリュグリーンアイピー
マンのＰＲ 等

※ 知事入場前イベント
野菜ソムリエによるピーマン料理講座
・ 宮崎産ピーマンと宮崎産牛肉を使った料理

※ 知事退場後イベント
宮崎県産農畜産物お楽しみ抽選会（先着１５０名様）



エコプロダクツ展：経産省ブースにおける展示コーナー



ジャスコ品川シーサイド店： 「選んで買うなら宮崎産フェア」の売場



ジャスコ品川シーサイド店： 「選んで買うなら宮崎産フェア」の展示コーナー




